らざ りければ なり。 バイ ロンの 嵩峻を 以て も、 彼の 貞 

淑 寡言の 良妻 をして 狂人と 疑 はしめ、 去って 以太 利に 

t す， 一 

飄 泊す るに 及んで は、 妻 ある 者、 女 ある 者 をして バイ 

ロンの 出入 を 厳に せしめし が 如き。 或は シヱ レイの 

合歓 未だ 久しから ざるに 妻 は 去って 自ら 殺し、 郎も 

亦た 天命 を 全うせ ざり しが 如き。 彼の 高 厳 荘重なる ミ 

このて つ ふま げ うかく 

ル トンまで も 一 度 は 此轍を 履ん とし、 嶢※ 〔# 「山 + 角」、 

^ 上 羽〕 豪 逸なる 力— ライル さへ 死後に 遺 筆 を 梓す る 

だんらん 

に 至りて、 合歓 団欒なら ざり し 醜 を 発見 せられぬ。 其 

他 マル 口 ー、 ベン • ジ ヨンソン 以下 を 数へ なば、 誰か 

詩人の 妻た る を 怖れぬ 者の あるべき。 



思想と 恋愛と は仇謦 なる か、 „安 んぞ 知らむ、 恋愛 は 

じ ま 

思想 を 高潔なら しむる 獮 母なる を。 H マルソン 言へ る 

いへ ども 

事 あり、 尤も 冷淡なる 哲学者と 雖 、 恋愛の 猛 勢に 駆 

られて 逍遙 徘徊せ し 少壮な りし 時の 霊魂が 負 ふたる 

おひめ かへ きょう リ 

債 を 済す 事 能 はずと。 恋愛 は 各人の 胸裡に 一 墨痕 を 

ほか ま つ 

印して、 外に は 見 ゆ 可から ざる も、 終生 抹 する 事 能 は 

ざる 者と なすの 奇跡な リ。 然れ ども 恋愛 は 一 見して 

ひろう 

卑陋 暗黒な るが 如く に 其 実 性 の 卑陋 暗黒なる 者に あら 

ま きだち 

ず。 恋愛 を 有せざる 者 は 春 来ぬ 間の 樹立の 如く、 何と 

なく 物寂しき 位地に 立つ 者な り、 而 して 各人 各個に 人 

生の 奥義の 一端に 入る を 得る は、 恋愛の 時期 を 通過し 



ての 後なる ベ し。 夫れ 恋愛 は 透明に して 美の 真 を 貫ぬ 

く、 恋愛 あらざる 内 は 社会 は 一 個の 他人なる が 如くに 

頓着 あらず、 恋愛 ある 後 は 物の あはれ、 風物の 光景、 

何となく 仮 を 去って 実に 就き、 隣家より 我家に 移る が 

如く 覚 ゆる なれ。 

蓋し 人 は 生れながら にして 理性 を 有し、 希望 を蓄 へ、 

現在に 甘ん ぜ ざる 性質 あるな り。 社会の i; 縁に 苦しめ 

ま つす ぐ 

られず 真直に 伸びた る 小児 は、 本来の 想 世界に 生長し、 

実 世界 を 知らざる 者な り。 然れ ども 生活の 一 代に 実 世 

界と 密接し、 抱 合せられざる 者 はなけ む、 必ずや 其 想 

世界 即ち 無邪気の 世界と 実 世界 即ち 浮世 又は 娑婆と 称 



しも 狂人たり しに あらざる 可し、 蓋し 女性 は 或 意味に 

於て 甚だ 偏狭 頑迷なる 者な り、 而 して 詩 家 も 亦た、 或 

点より 観れば 之に 似た る 所 ある を 免れず。 蓋し 女性 は 

優美 繊細なる 者な り、 而 して 詩 家 も 亦た 其 思想に 於て 

は 優美 繊細 を 常と する 者な り、 豪 逸 雄壮なる 詩句 を 迸 

出す る 時に 於ても、 詩 家 は 優美 を 旨と する ものなる を 

以て、 自 ら 女性に 似た ると ころ ある を 免れず。 其 他 

つまびら か 

生理学 上に 於て 詳 に 詩 家の 性情 を 検察 すれば、 神 

経 質なる ところ、 執着なる ところ 等、 類同の 個条 蓋し 

いとま 

数 ふるに 遑 あらざる 可し。 是 等の 類同なる 諸 点 ある 

が 故に、 同性 相 n| むと ころより して、 詩 家 は 遂に 綢繆 



特に 所謂 詩 家なる 者の 想像 的脳隨 の盛壮 なる 時に、 実 

世界の 攻撃に 堪 へざる が 如き 観 ある は、 止む を 得ざる 

いは *J ど 

の 事実な リ。 況んゃ 沈痛 凄惻 人生 を 穢土な リ とのみ 観 

ずる 厭世家の 境界に 於て を や。 曷んぞ 恋愛なる 牙城 

に 拠る 事の 多から ざ る を 得ん や、 曷んぞ 恋愛なる 者 を 

其 実物よりも 重大して 見る 事な きを 得ん や。 恋愛 は 現 

在の みならず して、 一 分 は 希望に 属する 者な リ、 即ち 

身方と なり、 慰労 者と なり、 半身と なる の 希望 を 生ぜ 

しむる 者な リ。 夫れ 厭世家 は此 世に 属する 者と し 言 

はゾ 名誉に も あれ、 利得に も あれ、 王者の 玉 冠に も あ 

れ、 鉄道 王の 富栄 にも あれ、 一 の 希望 を 置く ところ あ 



務も、 人間に 対する 義務 も、 古へ 人が 爛熳 たる 花に 譬 

へたる 徳義 も、 人の 正当なる 地位に 立つ よりして 始め 

て 生ずる 者なる 可 けれ、 故に 婚姻の 人 を 俗化す る は 人 

を 真面目なら しむる 所以に して、 妄想 減じ、 実 想殖ゅ 

る は、 人生の 正 午 期 に 入る の 用意 を 怠ら し めざ る基ゐ 

なる 可け む。 

厭世家が 恋愛に 対する こと 常人よりも 激 切なる の理 

由、 前に 既に 述べたり。 怪しき かな、 恋愛の 厭世家 を 

眩せ しむる の 容易なる が 如くに、 婚姻 は 厭世家 を 失望 

せし むる 事 甚だ 容易な り。 そ も/ \ 厭世家なる もの は 

社界の 規律に 遵 ふこと 能 はざる 者な り、 社界を 以て 



家と なさ、 V る 者な リ、 「世に 愛せられず、 世 を も 愛せ ざ 

る 者な リ」 (I love not the world, nor the world mej 

き く せいちう 

繩 墨の 規矩に 掣肘 せらる ゝ こと 能 はざる 者な リ、 「普 

通の 快楽 は 以て 快楽と 認められざる 者な り」 (My 

pleasure is not of the world, etc.) 一 一一 一一 n す， w は 彼 

等が 穢土と 罵る この 娑婆に 於て、 社界 とい ふ 組織 を 為 

す 可き 資格 を 欠ける 者な り。 故に 多くの 希望 を 以て、 

多くの 想像 を 以て 入りた る 婚姻の 結合 は、 彼等 をして 

敵地に 蹈 入らし めた るが 如きの み。 彼等が 明鏡の 裡に 

ます/、 

我が 真影の 写る を 見て、 益 厭世の 度 を 高う すべき も、 

婚姻の 歓楽 は 彼等 を 誠 信と 楽天に 導く に は 力足らぬ な 



して、 我が 自ら 造れる 天地の 中に 逍遙す る 者な リ。 厭 

世 主義 を 奉ずる 者に 至りて は、 其 造れる 天地の 実 世界 

と 懸絶す る こと 甚だ 遠し と 云 ふ 可く、 婚姻に よりて 実 

キ J ん ま ^9 / ( ^ 1 

世界に 擒 せられた るが 為に わが 理想の 小天地 は 益 狭 

窄な るが 如き を 覚えて、 最初に は 理想の 牙城と して 恋 

愛した る 者が、 後に は 忌 はしき 愛 縛と なりて 我 身 を 制 

抑す るが 如く 感ずるな り。 此に 至って 釈氏 をして 惑 哉 

肉眼 吾 今 観 之、 従 頭 至 足 無 一 好 也と 罵り、 又た、 其 内 

甚 臭穢、 外為 厳 飾容、 加 又 含 毒 蟄劇如 蛇 与 竜と 叫び、 

更に 又た、 婦人 非常 友、 如 燈焰不 停、 彼 則是常 怨猶如 

画 石文 云々 等の 語 を 発せし め、 東洋の 厭世 教 をして 長 



嗚呼 不幸なる は 女性 かな、 厭世 詩 家の 前に 優美 高 妙 

を 代表す ると 同時に、 醜穢 なる 俗界の 通弁と なりて 其 

嘲罵す る 所と なり、 其 冷遇す る 所と なり、 終生 涙 を 飲 

んで、 寝ね ての 夢、 覚めての 夢に、 郎を思 ひ郎を 恨ん 

で、 遂に 其愁 殺す ると ころと なる ぞうた て けれ、 うた 

て けれ。 「恋人の 破綻して 相 別れた る は、 双方に 永久 

の 冬 夜 を 賦与した るが 如し」 と バイ ロン は 自白せ り。 

(明治 一 一十 五 年 二月) 
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